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 深谷市国民健康保険運営協議会 

  会長 須藤 邦男 様 

 

                    深谷市長  小 島  進 

                          （公印省略） 

 

           回   答   書 

 

令和２年度第１回深谷市国民健康保険運営協議会の報告事項ならびに審議事項に

対する意見および質問について、下記のとおり回答いたします。 

 

記 

 

①報告事項「深谷市国民健康保険の事業状況等について」 

 
 

№ 

 

項目名 

（資料名） 

 

意見および質問内容 

 

回   答 

 

 

１ 

 

 

資料２ 

Ｐ７「第４」 

新型コロナ感染症

に係る国保制度によ

る３つの事業実施に

ついて、これらの事

業に係る資金の予算

組みについて 

傷病手当金および傷病見舞金の歳入歳出

予算について、令和２年深谷市議会第２回

定例会において補正予算により予算設置い

たしました。 

まず、歳出予算については、２款、保険

給付費において予算設置し、予算額につい

ては、あらかじめ支給対象者数や支給日数

の見込みが困難であり、支給想定額を見込

めないことから、それぞれ千円を予算計上

し、支給額が確定次第、必要に応じて予備

費充用や予算流用により速やかに対応する

ものとしております。 

次に、歳入予算については、傷病手当金

は県を通して国からの財政支援があること

から財源として特別調整交付金を千円予算

計上しております。（予算科目、３款 県

支出金、１項 県補助金、１目 保険給付

費等交付金） 

傷病見舞金については、深谷市の単独事

業として実施することから、その財源とし



て一般会計からの繰入金を充てるものと

し、「その他一般会計繰入金」を千円増額

しております。（予算科目、５款 繰入

金、１項 他会計繰入金、１目 一般会計

繰入金） 

 

最後に、新型コロナウイルス感染症の影

響により収入が減少した被保険者等に係る

国民健康保険税の減免については、要件に

該当する場合は、全額国の財政支援の対象

になり、国から補助金が交付されることと

なります。 

 

２ 資料２ 

Ｐ７「第４」 

新型コロナ感染症

に係る事業実施状況

について 

令和２年９月３０日時点 

①傷病手当金…申請者なし 

②傷病見舞金…申請者なし 

③国民健康保険税の減免 

 (1)申請件数 

令和元年度分：131件（うち棄却9件） 

令和２年度分：155件（うち棄却12件） 

(2)減免金額 

令和元年度分：2,337,300円 

令和２年度分：22,378,600円 

３ 資料２ 

Ｐ７「第４」 

新型コロナ感染症

による保険税の減免

において、現在の状

況（減免対象割合、

対象金額、対象世帯

数等）は？ 

申請件数や減免金額は「質問２」のとおり

です。 

①令和元年度分（決算数値で算出） 

(1)被保険者数に対する該当世帯数の割合：

0.59％ 

(2)調定額に対する減免額の割合：0.07％ 

②令和２年度分（令和２年９月３０日時点の

数値で算出） 

(1)被保険者数に対する該当世帯数の割合：

0.68％ 

(2)調定額に対する減免額の割合：0.74％ 

４ 資料２ 

Ｐ２「第１」 

予算歳入の諸収入

が前年比 194.2 とな

っているが、増加原

因はなにか？ 

国民健康保険税の延滞金及び過料につい

て、毎年度予算額と決算額に乖離が生じてい

たため、令和２年度当初予算においては、近

年の決算見込額を考慮した額を計上いたしま

した。 

５ 資料２ 

Ｐ７「第４」 

新型コロナ感染症

対策の傷病見舞金制

度には、賛成である

「質問１」の回答のとおりです。 



が、予算上どの科目

にいくら計上されて

いるか？ 

６ 資料２ 

Ｐ３「第１」 

歳入が前年比 98％

にも拘わらず、歳出

では総務費、保健事

業費が前年比増とな

っている。減額の努

力をすべきだが？ 

まず総務費、保健事業費が対前年比増額と

なった主な理由については、国でマイナンバ

ーと保険証の一体化を見据えたオンライン資

格化事業が開始されることや保健事業に係る

計画の見直しを行うための費用が増えたこと

によるものです。 

ご指摘のとおり、国民健康保険の財政を安

定して運営していくためには、財政収支の均

衡がとれることが重要でありますので、必要

な事業に必要な予算措置が行えるよう、今後

も予算編成並びに執行については、慎重に進

めて参ります。 

７ 資料２ 

Ｐ２「第１」 

歳入予算の繰越

金とはなにか？一

定額である理由

は？ 

 繰越金とは決算により乗じた剰余金を

翌年度へ繰越するものです。 

 予算額が一定額である理由といたしま

しては、予算要求時点で繰越金を正確に

見込むことは難しいためです。 

８ 資料なし 令和元年度決算と

いう形での報告はな

いのか。 

第２回深谷市国民健康保険運営協議会の報

告事項とさせていただきます。ご確認お願い

いたします。 

９ 資料２ 

Ｐ７「第４」 

国民健康保険被保

険者証及び高齢受給

者証の一体化はとて

も良いことである。 

今後も被保険者の利便性の向上および安定

的な医療給付を実施すべく、関係機関と協力

のうえ、国民健康保険の運営を行って参りた

いと考えております。 

１０ 資料２ 

Ｐ７「第４」 

深谷市独自の傷病

見舞金実績と今後の

見通し、持続できる

予算はあるか？ 

傷病見舞金の実績については上記「質問

２」の回答のとおりです。 

また、今後の見通しについては、国の傷病

手当金制度の財政支援の状況及び新型コロナ

ウイルス感染症の社会的な状況を鑑み、制度

の継続について検討して参ります。財源につ

いては、一般会計からの繰入金を充て予算措

置していく予定です。 

１１ 資料２ 

Ｐ２「第１」 

法定外一般会計繰

入金を前提として予

算を組んでいる場

合、被用者保険加入

者にとって、税金と

納付金の二重負担と

なる。被用者保険と

して繰入なしを目指

して取り組んで欲し

いが、どのような計

画を立てているか？ 

国民健康保険の財政を安定して運営してい

くためには、必要な支出を保険税や国庫支出

金等により賄うことにより、財政収支の均衡

がとれることが重要でありますが、現在の深

谷市では、ご存じの通り不足した財源につい

て法定外繰入金として、一般会計から国民健

康保険特別会計に繰り入れている状況です。 

この法定外繰入金は、国や県からの指示

で、国民健康保険の健全な運営を行うため

に、解消・削減を図るよう求められておりま

す。深谷市においても健全な国保運営を行う



ため、健康づくり支援等の医療費適正化を図

るとともに「保険者努力支援等の交付金」の

獲得を目指し、かつ、国保税の収納率向上の

ための取組を実施することにより、法定外繰

入金の解消・削減を目指しています。 

１２ 資料２ 

Ｐ７「第４」 

新型コロナ感染症

に感染した被用者等

に対する傷病手当金

の支給が開始された

が、現在の支給状況

等は？ 

「質問２」の回答のとおりです。 

 

 

②審議事項「深谷市国民健康保険税の課税限度額の引上げについて」 
 

№ 
項目名 

（資料名） 
意見および質問内容 回   答 

１ 
資料３ 

（１） 

国民健康保険税

の課税限度額の引

上げは、毎年度答

申しているが、今

回の引上げでいよ

いよ限度額100万円

を超えることが間

近になっている。 

 納税者の立場か

らすると、毎年引

上げされる限度額

について、青天井

の感すらあり、と

ても不安である。

課税限度額をどこ

まで引上げる可能

性があるか、目安

を示すことができ

るか？ 

 国の厚生労働省保健局としては、国民

健康保険税の賦課限度額については、被

用者保険におけるルールとバランスを考

慮し、該当世帯割合が1.5％に近づくよ

うに段階的に賦課限度額を引上げている

ところです。 

 深谷市においても国の税制改正の趣旨

に則り、賦課限度額の引上げについて

は、被用者保険とのバランスは保つべき

ものと考えております。 

 ご質問にあります課税限度額の引上げ

に係る具体的金額につきましては、現時

点では明確にお示しすることができませ

ん。ご理解賜りますようよろしくお願い

いたします。 

 


